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 ４. 議 事 

  （１）第２回ルート検討委員会資料 

      国道１６１号小松拡幅１３工区 
   

（２）議事概要 

    ＜委員からの主な意見＞ 

■第２回ルート検討委員会資料について 

・山側バイパス案で道路構造を検討する際は、JR との交差箇所（２箇所）に 

留意し、現道とバイパスが擦り付く箇所については景観にも配慮すること。 

また、白鬚神社との離隔についても十分に検討すること。 

・既存の道路を無理に活かすのではなく、最良の計画となるよう検討すること。 

・将来的に高額な事業費が損失ではなかったということを示すために、（道路

完成後の）観光入込客数やビワイチ利用者数について、フォローアップを検

討すること。 

・地元の早期完成を希望する声が非常に多いので、時間軸も意識した整備を検

討すること。 

・高齢化が進んでいる地域であることから、ランプ部の逆走対策等の安全対策

についても検討すること。 

・委員会として、対応方針（案）は妥当であることを確認した。 

 

  （３）今後の進め方 

     ・対応方針に基づいて、本日頂いたご意見も踏まえ、詳細な検討を進めて行く。 

・今後、都市計画変更や条例に基づく環境アセスメント手続きについては、 

滋賀県、沿線市と協力して進めて行く予定。 

                                 － 以 上 －   


